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　環境省東北地方環境事務所との共催で、生物の造形と
デザインの関係やデザインの力を活用したイヌワシなど野
生生物の保護、地域振興の取組についての講演や対談を
開催しました。また、午後からは小学生を対象に消しゴム
を使ったイヌワシハンコの作成や動くイヌワシのクラフトを
作成するクラフト教室を開催しました。

� 9月23日（日） 体験教室「デザインの力で生物の魅力を知ろう！」

　当日は悪天候により人
気の動物パレードは中止と
なりましたが、動物との写
真撮影会を開催しました。
また、今回初めて開催した
「動物園de借り物競走」
では、飼育員が使う道具や
動物の特徴を探す問題の
ほかに、「メガネの飼育員」
などユニークな問題もあ
り、お客様とスタッフがいつ
も以上に笑顔で交流でき、
盛り上がったイベントとなり
ました。

　自然科学学習館と共催
で大森山公園の自然観
察会を実施しました。気
持ちの良い秋晴れの中、
動物園から大森山公園グ
リーン広場までを散策し
ながら、身近な生き物や秋
の植物の観察をしました。
フィールドゲームや公園で
拾ったどんぐりを動物園の
ツキノワグマに与えるなど
の活動を通じて、五感をフ
ル活用して大森山の自然
を楽しんでもらいました。

　異学年交流と動物園学習
を目的に、秋田市立日新小
学校の全児童が動物園を訪
問する「日新小わくわくフェ
スタ」を開催しました。当日
は各学年の学習内容に合わ
せ、例えば2年生は国語「動
物園の獣医師」を、4年生は
「動物の体のつくり」をテー
マに動物園学習を行いまし
た。児童たちはいきいきとし
た表情で活動しており、今後
も地域との連携や、動物園
を教育の場として活用でき
る活動として、継続していき
たいと思います。

対談「生物のデザイン」 イヌワシのハンコ作り

公園でどんぐり拾い

生き物を観察

 自然観察会
 9月24日（月・祝）

 日新小わくわくフェスタ
　 10月3日（水）

  秋の動物ふれあい 
フェスティバル 10月6日（土）

　地びき網や定置網を使
い、園内の天然沼（塩曳
潟）で水生生物調査を実施
しました。大人9名、子ど
も10名の計19名がボラン
ティアで調査に参加したほ
か、水生生物保全協会と
新屋高校理科研究部の
みなさんにも協力してい
ただきました。調査では、
希少魚類のゼニタナゴも
採捕でき、参加者には保
全活動や大森山の自然
の大切さを実感してもら
いました。

水槽に入れて観察

大森山動物園de借り物競走

動物の体重測定

動物病院を見学

網に入った生物を採捕

記念撮影会

 塩曳潟水生生物調査
� 9月29日（土）
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　11月22日のいい夫婦の日にちなみ、23日と24日に
イベントを開催しました。時折雨も降り、寒い中でのイベ
ントでしたが、動物ペアのエピソードを交えたどうぶつ解
説やまんまタイム、カップル限定の無料エサやり体験な
どを行い、参加者には動物園でのデートを満喫していた
だきました。

　お客様と動物への感謝を込めて「さよなら感謝祭」を2日
間開催しました。1日は天候が悪い中の開催でしたが、2日
の通常開園最終日は、天候に恵まれ大勢のお客様で賑わ
いました。感謝祭セレモニーでは、高木名誉園長や来園者
などから亡くなった動物たちに献花を行っていただいたほ
か、毎年備品等を寄贈いただいている（株）電洋社様への
感謝状の贈呈などを行いました。

 いい夫婦の日イベント
 11月23日（金・祝）、24日（土）

 さよなら感謝祭 12月1日（土）、2日（日）

　昨年7月に誕生した
レッサーパンダのオス2
頭の愛称を来園者から
応募いただき、園内選考で
「かんた」と「ひなた」に決
定しました。命名式では、
命名者の松川さんに愛称
を発表してもらいました。
かんたとひなたがお披露
目で外展示場に出てくる
と、たくさんのお客さんが
いっせいにかわいらしい
姿を写真に収めていまし
た。

　自然科学学習館との
共同企画で「どうぶつサ
イエンス」を開催し、大人
を含めた計11名が参加
しました。今回のテーマは
「5大陸別に動物を観察
しよう～アジア編～」で
す。ユキヒョウやレッサー
パンダ、ニホンザルな
ど、園内の動物をじっく
り観察し、最後にはクジャ
クの飾り羽根鉛筆を作り
ました。

2019年通常開園スタート
3月16日（土）～12月1日（日）
※期間中は無休
ミーアキャットの展示場がリニューアルオープン！
イベントの詳細や動物情報は、随時ホームページ、SNSに
掲載しますので、お楽しみに！

 どうぶつサイエンス
� 10月14日（日）

 レッサーパンダ命名式
 10月21日（日）

ペンギンのエサやり体験

H30通常開園の様子

亡くなった動物たちへ献花

カップルでキリンのエサやり体験

（株）電洋社様へ感謝状の贈呈

今後の
イベント

ひなた（左）とかんたクジャクの飾り羽根鉛筆作り

命名者の松川さんと小松園長ユキヒョウを観察
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